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【第10号の発行に際して】

市民皆様の声こそが、市政の原点です。
　新型コロナウイルスの感染が始まり、1年が過ぎました。国内外で感染者数は増減を繰り返し、そ
の波の高さは徐々に大きくなっています。
　この間、緊急事態宣言等の感染対策と、経済の円滑な進行のための対策の両立を掲げ政治は動い
てまいりました。けれど、多くの現場や、市民から極めて厳しい、また切実なお声を頂戴しました。
この1年間は毎月開催される金沢市議会の経済環境常任委員会において、それらの声を積極的に行
政に届けてまいりました。また、本会議でも毎議会、一般質問を続けてまいりました。
　来年度も、同じく経済環境常任委員として、委員会内においても、もちろん、本会議においても積
極的に発言にしてまいります。また、本年度立ち上げられたデジタル対策特別委員会においては、
副委員長として、積極的に本市のデジタル対策を進めていく所存でございます。コロナ感染症対策
としてもすすめるべき重要な施策です。
　この問題に限らず、皆様が感じている身近な課題や疑問などございましたら、お気軽にお話しく
ださい。その声が市政の原点と受け止めて課題解決に努めます。この 「くまのもりお通信」も、今号
が一つの節目となる第10号となりました。ここまで活動を続けてこれたのも、お支えいただき、ご
意見をくださった多くの市民の皆様のおかげです。感謝の心を忘れず、これからも頑張ります。

議員名から選ぶ 熊野盛夫→金沢市のHP〈金沢市議会 録画映像〉で実際の質問の映像がご覧いただけます。
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金沢市民野球場人工芝化完成！

金沢市民野球場が新たに人工芝になりました。排水
性も高まり、利用する選手の皆様には快適なプレー
が期待されます。

　民営化に当たり、金沢市が示した最低譲渡価格は186億円。本市が、民
営化に向けて資産価値等を調べるよう委託したコンサルのＰｗＣアドバ
イザリー合同会社が、提示していた1,000億円を超える資産価値（売電価
格が16.92円を想定したインカムアプローチによる事業評価額）。
　なぜ最低譲渡価格が公表され
るまでこれらの情報をオープン
にしなかったのか、また、この
価格差について明快な説明がな
ければ、民間譲渡について市民
の理解は得られないと思われま
すが、いかがでしょうか。

令和2年度 金沢市議会 12月定例月議会 令和2年12月1日（火）～12月15日（火）

金沢市のガス・発電事業の民営化について

〔市長の答弁〕

　検討委員会を開催するに当たり、過去にコンサルタントが試算した事

業評価額については、予断を持つことなく議論を進める必要があること

から、検討資料への引用を控えたことを御理解願いたい。

　選定委員会では、事業評価についてはこれまでの調査研究における試

算と同様、簿価、類似企業の財務指標、将来の収益性の３つの方法を用

いて算定したところである。簿価以外の方法では、類似企業の規模や将

来の収支状況を見通す期間の設定等により、事業価値の額に幅が生じる

こととなるため、選定委員会においてこうした幅の範囲内にあり、かつ

最も客観性の高い簿価によることが最低譲渡価格として適当とされた。

一昨年、富山大学で行われた日本グループ・ダイナミックス学会で、若者の投票率についてボード発表しました。たくさんの先生や学生さんと意見交換することができました。

金沢市議会議員

熊野盛夫

◎3月議会のその他の質問

詳細は、市議会議事録HPを御覧ください。

　コロナ禍において、本市も、市民生活の不安を解消するとともに、
生活に困窮する方が増加すると考えて年末に生活相談窓口を開設され
ましたが、どのような相談が
あったのでしょうか。

本市開設の相談窓口の相談内容とその対応について

〔福祉局長の答弁〕
　昨年12月29日と30日に実施した年末生活相談では、新型コロ
ナの影響でパート収入が減少して困窮しているとの相談や、離婚
を予定されている母子世帯からの今後の生活の不安に関する相
談、あるいは首都圏の感染拡大に伴って金沢に避難してきた方か
ら就労のめどが立たないといった相談など、合わせて62件の相談
があった。
　相談があった方に対しましては、個々の状況や必要に応じて、
生活保護あるいは緊急小口資金の貸付などの支援につなげた。

　金沢の雨の多さや雪から、しっかりとまち並みを、古くから続く木
造の建築物を守ってきたのは主として屋根瓦ではないでしょうか。
　雨雪はもちろんのこと、見た目の美しさにもこだわる瓦職人は、伝
統文化都市金沢にとってなくてはならない存在で、何気なく続く瓦屋
根の一枚一枚にも瓦ふき職人の気概と経験がふき込まれています。木
の文化都市・金沢を目指す本市として、屋根瓦についての見解を問い
ます。

屋根瓦について

〔市長の答弁〕
　金澤町家をはじめとする木造建築の保全・活用を推進していく
中において、その景観の一環として本市はこれまでも歴史的まち
なみや川筋景観を保全していく上で、黒瓦の家並みを重要な景観
特性の１つとして位置づけている。
　屋根瓦については、歴史的まちなみを保存すべき区域、川筋景
観保全区域、居住誘導区域などで住宅等の瓦ぶきによる屋根工事
への支援を行っており、今後も屋根瓦の積極的な活用を促してい
きます。職人大学校の中にも瓦科を設けている。今後、映像や手
引書などの教材を充実させることにより、後継者の育成により一
層努めていく。

　元小松製作所副社長で石川県の顧問である高橋良定氏は、金沢駅西
活性化懇話会の総会において、港を支える根幹は積み荷である。貨物
量の増加を目指す際、船と積み荷は鳥と卵の関係で、どちらが先か悩
ましいが、とにかく両方を進めないと先には行かない、と御講演され
ました。
　そのような意味で、本議会で提案された小口混載輸送サービスの確
立に向けたトライアル事業は、まさにコロナ禍でクルーズ船事業が停

滞する中、金沢港の活性化の
ための王道ともいえる事業と
思われます。この事業の目的
や詳細、地域に与える影響等
についてお聞きします。

金沢港の整備促進と周辺地域の活性化について

〔市長の答弁〕
　お話の高橋さん、市長室にもお越しいただき、いろんな御助
言、御意見もいただきました。一つ一つ大変説得力があり、私も
高橋さんの御意見に沿う形で金沢港を元気にできないかなという
思いを強く持った。
　今回の小口貨物の混載輸送サービスは、小口貨物の個別集荷を
得意とされる大手宅配事業者の協力を得て、金沢港において輸出
国ごとに１本のコンテナを仕立てるトライアルを石川県と連携し
て行うこととしている。この新しい試みにより新たな需要を開拓
し、小口混載貨物サービスの定着を図ることで金沢港のさらなる
利便性の向上に努めていきたい。

本市SNSに寄せられる厳しい意見への対応について／本市としてのフォロワー拡大についての考え方と取組について／町会回覧板のひな形とし
てのSNS利用について／全ての人の暮らしを守るセーフティーネットについて／金沢MaaSの推進に向けたコンソーシアムの設立について／ひと
り親世帯に関連する養育費確保サポート事業について



　金沢市もこれまで温暖化対策に積極的に取り組んできましたが、
2030年の目標実現も非常に厳しい状況にあると聞きます。にもかかわ
らず、2050年のカーボン・フリーという大きな目標を立てられた以
上、それに向けて邁進していかなければなりません。そのための対策
として必要なものは、2016年に低炭
素杯ベスト長期目標賞（自治体部門）
大賞を受賞された地方自治体のトップ
ランナーである長野県からどのような
施策をどのようなノウハウで進めたか
を学ぶことではないでしょうか。

地球温暖化対策について

〔市長の答弁〕
　地球温暖化対策は、国も、どの自治体にとっても共通の大切な
課題であり、このテーマに限らず先行自治体の事例を参考にし、
勉強し、そして我々金沢市の中で発展、昇華させていくというこ
とは大切なことだと考えている。市民、企業、行政等の様々な主
体がそれぞれの役割と責任を持つとともに、各主体が連携して取
り組んでいく必要がある。御提案いただいた先行自治体や様々な
官民合同の勉強会の機会についても検討し、具体的な手法を学
び、それを具現化していきたい。

令和2年度 金沢市議会 2月緊急議会 令和3年２月15日（金）

令和2年度 金沢市議会 3月定例議会 令和3年3月1日（月）～3月19日（金）

　新型コロナウイルスワクチンの接種時における現在の副反応の発生
確率と、副反応発生時の対応と情報公開、ワクチン副反応に対する補
償についての質疑を行いました。

感染防止特別対策に関して

〔市長の答弁〕
　副反応の発生確率等々について。日本への供給が予定されてい
るワクチンについては、現在、国内外での臨床試験が継続されて
おり、本市では今のところ詳細なデータを把握しているわけでは
ない。これら科学的な知見に基づく情報は、国が一元的に発信し
ていくこととなっており、その内容を注視し、適時、市民に周知
する。副反応のことについて、また、情報公開について。接種者
にアナフィラキシーショック等の副反応が確認された場合は、県
を通じ、全ての症例を国に報告することになっており、情報公開
については、国が一元的に情報管理して責任を持って対応するこ
とになっている。
　健康被害が生じた場合は、予防接種法に基づき、重篤度に応じ
て医療費や障害年金の給付を受けることとなる。

　本市はＳＮＳを利用し、その日の市内の新型コロナウイルス新規感
染者情報を年代別・性別に発信しているが、それらの情報は漠然とし
過ぎています。個人情報はこれまでどおり排除し、年代別の情報に加
え、その人が有している基礎疾患、また常用薬などの情報があれば、
それに近い人は自分ごととして捉え、予防策を真剣に考え、行動する
のではないかと思います。
　厳しい医療現場の状況を少しでも和らげるためには、多くの市民が
感染そのものを自分ごとと捉える形の情報発信がより必要になるので
はないでしょうか。

金沢市が毎日発信するツイッターやLINE等の新型コロナウイルス新規感染者情報について

〔市長の答弁〕
　去年２月に初めて石川県内で陽性者、感染者が発表されたとき
に県と市で話合いをした。金沢市の保健所管内であたっが、情報
の錯綜を防ぐ観点から、石川県が情報発信の集約をすることにし
た。それ以降、県で情報等を取りまとめ発信している。本市は、
感染状況をより多くの市民に伝えるため、ＳＮＳ等の情報発信を
行っている。
　この際留意すべきは、個人情報である。国の指針に従い、必要
最小限の情報を伝えている。基礎疾患や常用薬等々のことも国か
ら公表せぬよう通知されており、私もそうあるべきと思ってい
る。年代・性別等に限定をしていることも御理解をいただきた
い。目的は、人数やそういうことより、感染拡大の防止につなが
る情報発信につなげていかなければいけないということであるの
で、気をつけていきたい。

　本年の熊のまちへの出没回数や度重なる人身事故に多くの市民が心
を痛める状況において、小松市とかが森林組合がふるさと納税を活用
したクラウドファンディングを始めました。寄附金の使い道は、豊か
な森の生活者、熊がすみやすい環境づくり、循環型の森林づくりを進
めるための抜本対策として、熊の餌場づくりに向けた地ごしらえ、伐
採、クヌギ、コナラなどの植栽、そして小松産コンテナ苗の安定供給
に向けた生産基盤の確立などです。開始より13日で223万1,500円の金
額が集まっている状況を見ると、腹をすかせてさ迷う熊のために何か
したいとの思いを持った市民、県民はたくさんいると思われます。金
沢市も広葉樹林化のモデル地区を選定し、今年度より進めています
が、現在の熊の出没状況から、さらなる広葉樹林化が求められていま

す。ふるさと納税を活用した
クラウドファンディングも、
有効な手段の１つだと考え
られます。

小松市とかが森林組合がふるさと納税を活用したクラウドファンディングと、
ヤマグリやサワグルミ、シイ系の樹木の植林について

〔市長の答弁〕
　熊対策に賛同する方々の意思を目に見える形で反映できる手段
として、クラウドファンディングを有効に活用している自治体が
あるということは承知しているし、私も期待を持って見守ってい
る。ただ、今回、熊防除対策については、今補正予算で追加の措
置をお諮りしており、必要な対策を講じているので、まず本市と
しては、この必要な対策をしっかりと進めていきたい。
〔農林局長の答弁〕
　本年度実施する広葉樹林化モデル事業において、動植物の生態
系に配慮し、様々な樹種を植栽することとしており、クヌギやコ
ナラだけでなく、ヤマグリなども検討していきたい。

　また、植樹の際、クヌギ、コナラのブナ林だけでは、ブナ林の不作
年に当たると今年のような危険性が高まるため、ヤマグリやサワグル
ミ、シイ系の樹木についても検討されてみてはいかがでしょうか。

◎12月議会のその他の質問

詳細は、市議会議事録HPを御覧ください。

断熱リノベーションによるゼロエネルギービルの実現、地元建設会社を交えた研究会の設立について／温暖化対策の周知について／金沢美術
工芸大学の現在のキャンパスにある植栽について／失われていく写真の活用について／学校付近の住宅街の狭隘道路の事故と対策について／
今後のＡＩを活用した交通安全対策について

◎2月緊急議会のその他の質問

詳細は、市議会議事録HPを御覧ください。

ドライブスルー方式のワクチン接種について／濃厚接触者に対応されている施設職員のワクチン接種について／飲食業・宿泊業支援特別対策
について／今回の補正予算による支援策において、飲食・宿泊業に限定された理由について

　歴史文化都市金沢において、古い写真の数々は、存在しているうち
は想像できますが、なくなってしまうともはや語ることは難しくなり
ます。百聞は一見に
しかずということわ
ざではありません
が、そこに価値を見
いだし得るのであれ
ば、市として保存す
る方向性を示すこと
が大切ではないで
しょうか。

失われていく写真の保存について

〔市長の答弁〕
　古い時代に撮影された写真は、当時の暮らしぶり、まち並み、
伝統文化などを今に伝え、金澤町家などの修復やまち並み整備に
おいても貴重な資料となるものであります。
　現在、金沢工業大学と連携し、市内の歴史的建造物を記録する
ために建造物の古い写真の一部をアーカイブ化し、建造物の修復
の際の参考としているところであります。一方で、建造物以外の
写真につきましては、写っている人の人格権、著作権など、収集
や活用に当たっての課題も多いことから、御提案いただきました
ことについては、今後の研究課題とさせていただきたい。昭和8年頃の野町広小路

（金沢市立玉川図書館所蔵／金沢市写真帖より）
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